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彙 報

彙 報(平 成鍛 論 月)

人事異動

(行政職)

(昇 任)

1月1日 管理部庶務課課長補佐

宮下 富夫

(大阪大学庶務部庶務課総務掛

長)

(配置換)

1月1日 大阪大学学生課課長補佐

疋 田 勇

(管理部庶務課課長補佐)

(任期満了)

3月31日 情報 管理施設長 藤井 知昭

(第二研究部 教授)

(教育職)

(停年退職)

3月31日 第一研究部教授 竹村 卓二

(客員研究部門)

(任期満了)

3月31日 第二研究部教授 板垣 雄三

(東京経済大学教授)

第二研究部教授 関本 照夫

(東京大学教授)

第三研究部教授

KuLas,JamesEdward

(大阪外 国語大学外 国人教師)

第 四研究部教授 畑中 幸子

(中部大学教授)

海外におけ る研究 ・調査 ・収集活動

氏 名 官 職 出 発

小山 修三 教 授(第 四研究部)6.1.7

清水 昭俊 教 授(第 四研 究部)6.1.8

大塚 和義 教 授(第 五研 究部)6.1.12

熊倉 功夫 教 授(第 一研 究部)6.2.3

第四研究部教授 中山 和芳

(東京外 国語大学教授)

第五研究部教授 長尾 真

(京都大学教授)

第五研究部教授 大貫 良夫

(東京大学教授)

第三研究部助教授 永 ノ尾信悟

(東京大学助教授)

(外国人客員研究部 門)

1月6日 第五研 究部助教授

Toxc,CheeKiong

(シ ンガポ ール,シ ンガポ ール

国立 大学上級講 師)

〈任期6.1.6～6.4.27>

2月21日 第五研 究部 助教授 額 爾 岱

(中華人民 共和 国,新 彊和布克

奏爾 県第一中学校副校長)

〈任期6,2.21～6.8.31>

(任期満 了)

1月31日 第五研究部助教授 金 尚 賓

(大韓民国,大 田保 健専 門大学

副教授)

<任期5.2.1～6.1.31>

3月31日 第五研究部教授 金 基 赫

(アメ リカ合衆国,大 韓 民国浦

項工科大学教授)

〈任期5.9.16～6.3.31>

運 営協 議 員

(任 期 満 了)

氏 名(任 期)

3月31日 原 ひ ろ子(4.4.1～6.3.31)

竹 村 卓 二(4.4.1～6.3.31)

帰 国 行 先

6.1,16オ ース トラ リア

6.3.2ア メ リカ合 衆 国,ミ ク ロネ シ ア連 邦

6.1.16中 華 人 民共 和 国

6.2.llイ ギ リス
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周 達 生 教 授(第 一 研 究 部)6.2.96.2.16ベ トナ ム

吉 本 忍 助 教 授(第 五 研 究 部)6.2.96.3.4ミ ャ ンマ ー

佐 々木 高 明 館 長6。2.156.2.26ド イ ツ,イ ギ リス

田邉 繁 治 教 授(第 二 研 究 部)6.2.156.2.26ド イ ツ,イ ギ リス

柄 木 田明 子 助 手(第 三 研 究 部)6.2.156.2.26ド イ ツ,イ ギ リス

長 野 泰 彦 助 教 授(第 五 研 究部)6.2.is6.3.3イ ソ ド

立 川 武 藏 教 授(第 二 研 究 部)6.2.196.3.3ネ パ ール

朝 倉 敏 夫 助 手(第 四研 究部)6.2.216.3.21大 韓 民 国

友 枝 啓 泰 教 授(第 四 研 究部)6.2.216.3.23ペ ル ー,ボ リビ ア,ア ル ゼ ソチ ソ,

パ ラ グ アイ,チ リ,エ クア ドル,コ

ロ ン ビア,メ キ シ コ

熊 倉 功 夫 教 授(第 一 研 究部)6.2.246。3.2タ イ,ミ ャ ンマ ー

江 ロ ー 久 助 教 授(第 三 研 究部)6.2.256.3.30カ メ ル ー ン

松 原 正 毅 教 授(第 一 研 究部)6.3.26.3.8オ ラ ン ダ,ド イ ツ

小長 谷 有 紀 助 教 授(第 一 研 究 部)6.3.36.3.16中 華 人 民 共 和 国,モンゴル

中牧 弘允 助 教 授(第 一 研 究 部)6.3.66.3.22オ ラ ンダ,ス ペ イ ン,ポ ル トガル

長 野 泰 彦 助 教 授(第 五 研 究 部)6.3.86.3.12中 華 人 民 共 和 国

長 野 泰 彦 助 教 授(第 五 研 究 部)6.3.196.3.31イ ソ ド

熊 倉 功 夫 教 授(第 一 研 究 部)6.3.206.5.21ア メ リカ合 衆 国,オ ース ト リア

大 森 康 宏 助 教 授(第 五 研 究 部)6.3.236.4.7フ ラ ンス,イ タ リア

来 館者 抄

1月6日 加 藤 秀 俊(放 送 教 育 開 発 セ ソ

タ ー所 長)

荻 野 崇一 郎(国 際 交 流 基 金 京 都

支部 長)

1月10日 小松 左 京(作 家)

1月21日 坪 内 良博(京 都 大 学 東 南 ア ジ

ア研 究 セ ンタ ー所 長)

1月25日YAGJYA,VatanyarSaidovich

(ロ シ ア連 邦,サ ンク ト ・ペ テ

ル ブル グ大 学 教授)

1月28日MONDALE,JoanAdams(ア メ リ

カ合 衆 国,駐 日 ア メ リカ合 衆 国

大 使 夫 人),PABST,Sally(ア メ

リカ合 衆 国,駐 大 阪 ・神戸 米 国

総 領 事 夫 人),熊 屋 俊 樹(大

阪 ア メ リカ ン ・セ ンタ ー 副 館
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長),佐 貫 恵 造(大 阪 ア メ リ

カ ン ・セ ソタ ー),西 津 明 子

(ミ ネ ア ポ リス ・茨 木 姉 妹 都 市

協 会),脇 山 緋 佐(ミ ネ ア ポ

リス ・茨 木 姉 妹 都 市 協 会)

2月3日 近藤 靖 弘(向 日市 教 育 委 員 会

教 育 長),安 田 久 一(向 日市

教 育 委 員 会 管 理 課 長),堀 内

佳 子(向 日市 図書 館 長)

2月7日MyoMyint(ミ ャ ンマ ー,外 務

省 在 外 公 館 局 長),ZawTun

Aung(ミ ャ ン マ ー,国 防 省 情

報 局),Na三ngZawOo(ミ ャ ン

マ ー,社 会 福祉 ・救 済 ・復 興 省

カバ ー エ イ青 年 訓 練 学 校 長),

MayMyintMu(ミ ャ ンマ ー,

情 報 省 広 報 局),KyawHtay(ミ

ャ ンマ ー,文 化 省),SeinNa-

ing(ミ ャ ソマ ー,首 相 府),
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SaeBo(ミ ャソマー,少 数民族

開発大学),YiYiHtwe(ミ ャ

ンマー,国 家環境問題委員会)

KEDIT,PeterM.(マ レーシア,

サ ラ ワク博 物館長),宮 本

勝(中 央大学総合政策学部教授)

DISKUL,M.L.Panadda(タ イ,

外務 省)

2月18日 フランシー ヌ ・エ ライユ(フ ラ

ンス,国 立 高等研究院教授)

3月15日 山 口 洋一(外 務省特命全権大

使大阪駐在)

3月16日 小野和 日児(建 設省 国土地理院

長),太 島 和 雄(建 設 省 国土

地理院 近畿地方 測量部長),中

条 賢治(建 設 省国土地理 院企

画部測量管理官)

3月25日TR.ANET,Michel(カ ンボジア,

文 化省 国務 次官),CASANOVA,

PatriciaVargas(チ リ,チ リ大

学),猪 熊 兼勝(奈 良国立文

化財研究所埋蔵文化財セ ンター

研究指導部長)

3月28日 劉 徳 有(中 華人民共和国,

文 化省次官),曲 潤 海(中

華 人民共和 国,芸 術局長),劉

宇 輝(中 華人民共和国,対

外文化連絡局 アジア処副処長),

趙 宝 農(中 華人民共和国,

文化市場管理局弁公室副主任),

季 延 燈(中 華人民共和国,

弁 公庁),石 永 著(中 華人

民共和 国,対 外文化連絡局 アジ

ア処)

RASMIBHUTI,Suvit(タ イ,教 育

省副事務 次官)夫 妻

IBRAGIMOV,Nematura(ウ ズ ベ

キ ス タ ソ,タ シ ケ ン ト国 立 東 洋

大 学 総 長),AZIMOVA,A.Z.(ウ

ズ ベ キ ス タ ソ,タ シ ケ ソ ト国 立

東 洋 大 学 国際 関 係 副 学 長)
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国立民族学博物館研究報告寄稿要項

1.国 立 民族学博物館研究報告 は,民 族学(文 化人類学)に 関す る論文,資 料 ・研究 ノー ト,

調査研 究活動 報告等を掲載 ・発表 す ることに よ り,民 族学(文 化人類学)の 発展に寄与す る

ものである。

2.国 立民族学博物館研究報告に寄 稿する ことができる者は,次 の とお りとす る。

(1)国 立民族学博物館(以 下 「本館」 とい う。)の 教官(客 員教授等を含む。)及 び本館の組

織,運 営Y'関 与す る者

(2)本 館 が受け入れた各種研究員及び研究協 力者

(3)そ の他本館 において適当 と認めた者

3.原 稿を寄稿す る場 合は,論 文,資 料 ・研 究 ノー ト,調 査研究活動報告等 の うち,い ずれで

あ るかをそ の表紙 に明記す るものとす る。 なお,こ の区分につ いての最終 的な調整 は,国 立

民族学博物館研究報 告編 集委員会(以 下 「編集委員 会」 とい う。)に おいて行 う。(編 集す る

場合は,原 則 として論文及 び資料 ・研 究 ノー トを1段 組 そ の他 の ものを2段 組 として取 り

扱 う。)

4.原 稿執筆 におけ る使用言語は,日 本語,英 語,フ ランス語,ス ペイ ン語,ロ シア語,中 国

語及 び ドイ ツ語の うちいずれを用 いて も差 し支えない。ただ し,そ の他の言語を用い る場合

は,編 集委 員会 に相談す るものとす る。

5.特 殊な文字,記 号,印 刷方法等が必要な場合は,編 集委員会 に相談す るもの とする。

6.寄 稿す る原稿が論文で,日 本語を使用す る場合は,原 則 として英文 に よ り500語程度 の要 旨

を付 ける もの とし,そ の他 の言語 に よる論 文の場合は,編 集委員会 に相談す るもの とす る。

なお,寄 稿す る原稿につ いては,執 筆者 名の ローマ字表記及 び原稿表 題の英文を付記 しなけ

れば ならない。

7.寄 稿 す る原稿の枚数 は,原 則 として制限 しない。た だ し,編 集す る場合は編集委員会 の判

断 によ り,紙 数等の関係か ら分 割 して掲載す ることがあ る。

8.寄 稿す る原稿 は,必 ず清書(欧 文の場合 はタイ プ)し,原 稿の写 し1部 を添付す る もの と

す る。 なお,図,表 のス ミ入れ,レ タ リングは,編 集委員会で処理す る。

9.寄 稿 された原稿 は,審 査委 員会にお いて審査 の うえ,採 否を決定す る。 なお,原 稿 は,採

否にかかわ らず原則 と して返却 しない。

10.稿 料 の支払 い,掲 載料の徴収は行わない。

11.原 稿の執筆 に当っては,別 に定め る 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」 による。

12.原 稿の寄稿先及 び連絡先は,次 の とお りとする。

〒565大 阪府吹 田市千里 万博公園10-1

国立民族学博物館 内

国立民族学博物館研究報告編集委 員会(電 話 代表06-876-2151)

170



国立民族学博物館研究報告執筆要領

1.原 稿は,200字 詰原稿用紙 を使用 し,横 書 きとす る。

2.原 稿は,図,表 を除 き,原 則 として黒 イソクを使用す る。

3.日 本語を使用 して執 筆する場合 は,原 則 と して当用漢字,現 代 かなつか いを用 いる。

4.句 読点,括 弧,各 種 記号等は,原 則 として原稿用紙のマス 目1字 分 の扱 いをす る。

5.原 稿 中の年 号,月 日及 びその他の数字は,原 則 と してア ラビア数字を用 いる。 なお,年 号

は,原 則 と して西暦 とす る。

6.図 及び表は,一 図,一 表 ごとに別紙に書 ぎ,本 文 とは別 に一 括 して添付す る もの とす る。

なお,図,表 ごとに通 し番 号(「 図1」,「 表1」 等の要領 に よ り記入),図,表 名及 び説 明並

びに出典等を記 し,本 文原稿の欄外 には,そ れぞれのそ う入箇所 を指定す る もの とす る。

7.写 真は,写 りの明瞭 な もので,手 札判以上 の大 きさに焼 き付けた ものに限 り,図 及 び表の

扱 いに準 じて通 し番号,説 明を付けた うえ,そ う入箇所 を指定す るもの とす る。 ただ し,カ

ラー写真 は,原 則 として受け付 けない。

8.本 文又は脚注 において文 献を指示す る場合 は,カ ギ括弧 を付け,著 者名,文 献 刊行年次,

引用 ページ数 の順に下記の例に従 って記載す る。

[柳田1942:67-69]

[Leach1961:123]

[柳田1942:67-69,1944:2Q-22;Leach1961:123]

ただ し,同 年次刊行物 の場合は,ア ル ファベ ッ ト順 によ り,下 記の よ うに記 載す る もの とす る。

[柳田1942a:20-22][柳 田1942b:10]

9.脚 注は,一 つ一つ別 紙に記 し,通 し番号 を付 け る。なお,本 文 中に脚注 をそ う入す る箇所

には,脚 注の当該番号を記入 し,別 紙の脚注には,本 文 のペ ージ数を明記す るもの とする。

10.本 文及 び脚注 において参照 した文献 は,す べて原稿の末尾 にま とめて下記の方法 によ り記

入す る。

(1)文 献 の配列 は,著 者名 のアル ファベ ット順 とするこ と。

(2)文 献の記載 は,著 者名,年 号,論 題(タ イ トル),誌 名,巻,号,出 版社名 の順 とす る

こと。

欧文の雑誌名及 び単行本名は,イ タ リック体にす るため,原 稿 には下線を引 くこ と。 ま

た,ロ ーマ字人 名は,ス モ ール ・キ ャピタル とす るため,二 重下 線を引 き,日 本文 の場

合は,論 題 にカギ括弧,雑 誌名及 び単行 本名に二重の カギ括弧 を付 け ること。雑誌 の巻

数及び号数は,原 則 としてアラ ビア数字を用いる こと。

(例)

論文の場合(1)

石 田英一郎

1948「 文化史 的民族学成立の基本問題」『民族学研究』13(4):311-330。

Bohannan, P. 

   1973 Rethinking Culture: A Project for Current Anthropologist. Current An-

       thropology 14 (4): 357-372.
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論文 の場合(2)

杉浦 健 一

1942「 民 間信仰 の話」柳 田国男編r日 本民俗学研究』岩波書店,pp.117-143。

Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of Language: Animal Categories and Verbal 

        Abuse. In Eric H.  Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of 

         Language, The M. I. T. Press, pp. 23-63.

単行本の場合

泉 靖 一

1966『 文 明をもった生物』 日本放送出版協会。

Murdock, George P. (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in An-

        thropology No. 29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological 

         Research, Inc.

翻 訳 書 の 場 合

エ リア ー デ,M.

1974『 シ ャ ーマ ニズ ム 古 代 的 エ クス タ シ ー技 術一 』堀 一 郎 訳 冬 樹 社 。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The 

        University of Chicago Press.
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